
主催　座間市　・　座間市観光協会　・　かながわ観光大学推進協議会

 夏の間、55万本のひまわりを咲かせ、多くの来訪者を迎えている座間市。市制40周年を記念して「花の観光ま

ちづくり」をテーマにシンポジウムを開催します。このシンポジウムは、多くの方と共に学び、語ることを目的として

神奈川県と松蔭大学、東海大学、文教大学、横浜商科大学が参加する「かながわ移動観光大学」の一環として

開くものでもあります。座間市の観光、フラワーツーリズムに興味のある方の参加をお待ちしています。 

 日  時 ： 平成23年12月16日（金）午後6時から9時まで 

        （開場：午後5時 開講：午後6時） 

 開  場 ： ハーモニーホール座間 ・ 小ホール 
        （座間市緑ヶ丘１－１－２） 

 定  員 ： 300名 
 参加費 ： 一般1,000円  学生無料 

       ※ 座間市観光協会会員、関連団体職員、会員は無料 
 テーマ ： 座間市の明日「花の観光まちづくり」            

【 第1部 座間市制40周年記念講演 】 

 開講スピーチ 「座間の観光力」               遠藤三紀夫（座間市長） 
 記念講演    「人を呼ぶまちづくり」            加藤文男（観光庁選定 / 観光カリスマ） 

  
【 第2部 かながわ移動観光大学講座 】 

 基調講演    「花とともに 勇気と感動を！」       星野勝司（座間市観光協会長） 
 事例検証    「全国から学ぶ花の観光」         鷲尾裕子（松蔭大学専任講師） 

 調査報告    「若者が見た座間“花の観光”」     太田 実（松蔭大学准教授） 
 パネルディスカッション 「花の観光まちづくり」 

  コーディネーター  古谷幸夫（足柄上商工会事務局長 / 前神奈川県観光室長） 
  パネラー       澤田富美雄（座間市ひまわり推進協議会会長） 

               田中祐司（花菜ガーデン/ ㈱かながわAGパートナーズ取締役） 
               天白位刀尾（座間市観光協会理事 / 「新生さくら道」の会役員） 
               鷲尾裕子（松蔭大学専任講師）  

集客システムづくりのスペシャリスト 

 千葉県南房総市において「道の駅とみうら・枇杷倶楽部」を創業させ、特産品の枇杷

を生かした商品開発や、集客資源を広域的に束ねて誘客する「一括受発注システム」

を稼動。地域経済を拡大させるとともに道の駅運営法人の黒字経営を持続させた。現

在では、活躍の場を東南アジア諸国にも広げている。 

【加藤文男プロフィール】 

 平成 2年 富浦町 観光・企画課長就任 

 平成18年 南房総市 商工観光部長就任 
 平成19年 ベトナム平和発展財団による招聘（現在も訪越を継続） 

 平成20年 総務省 地域力創造アドバイザーに選任 
 平成21年 南房総市 企画部長就任 加藤文男 

枇杷倶楽部(株)とみうら取締役 

  お問い合わせ ・ 申込み先    座間市商工観光課  電話 046-252-7604   FAX 046-255-3550 
                         座間市観光協会    電話 046-205-6515   FAX 046-205-6516 


